	ＤＩＹ業「販売促進／職務」

	【概要】
全社的な販売戦略に基づいた販売促進計画の策定を行い、販売促進に関わる個別店舗における問題点とその解決、売上状況などを把握するとともに、本部(本社)の販売戦略に関わる考え方を伝え、店舗における販売促進を支援する職務。
【仕事の内容】

販売促進の仕事は、概略すると以下のとおりである。

（１）本部(本社)関係部門との連携を図り、会社および個別店舗の販売促進計画、プロモーション計画を策定し、店舗責任者や売場責任者などの関係者に周知徹底を図る。

（２）ホームページの作成や販売促進ツールの企画・作成を行い、個別店舗の実状に合わせた販売促進ツールの具体的活用方法などを支援・指導する。

（３）全社および個別店舗における販売目標の達成に向け立案した販売促進に関わる施策の推進を図り、それらの評価を行う。
【求められる知識・経験】
（１）販売促進やプロモーションの計画策定、また、それらに関わる顧客情報の分析を行うため、マーケティングに関する知識・技能が求められる。

（２）商品説明カード、ショーカードなどのＰＯＰ広告を含む販売促進ツールを企画し､その活用を推進できる能力を求められる。

（３）ＣＳを基本とした集客促進や購買促進を求められるため、顧客特性、競合店などの動向を含めた店舗別地域特性を販売促進につなげていける能力が求められる。
（４）企画する販売促進に関しては、「関連する資格・検定など」に掲げた危険物などに関わる技術・技能を求められる。
【関連する資格・検定など】

・ＤＩＹアドバイザー(社団法人日本ドゥ・イット・ユアセルフ協会)　　

・販売士１級･２級･３級(全国商工会連合会および日本商工会議所)

・ＰＯＰ広告クリエイター(社団法人公開経営指導協会)

・危険物取扱者乙種第４類(財団法人消防試験研究センター)
・防火管理者(財団法人日本防火協会)
【労働省職業分類(小分類)との対応】

・２５２ 企画・調査事務員　　

・２８１ 営業・販売事務員



